
８月も終わりです。教室にクーラーが入る前までは、８月末までが夏休みでした。９月から２学期と

いうことで区切りがよかったのですが、もはやそういうわけにもいかない時代です。そんな８月の最終

日は、夏の「セミファイナル」でもあります。

テニスの試合では最後のゲーム（５ゲームマッチなら５ゲーム目のこと）を「ファイナル」と呼びま

す。つまり勝敗をかけた最後のゲームのことを指します。「セミファイナル」ということばの、「セミ

（semi-）」とはラテン語で「半分、未完成の～」を意味します。ですから、スポーツの試合などでは準
決勝を意味することばとして使われ、「準」の意味があると考えられます。アマチュアでありながら本

職に近い技量を持っている人のことをセミプロと呼ぶように、「セミ～」は完成に至っていない状態の

ことをさします。そんなことを考えると、ここ数日のきびしい残暑は、まさに夏の「セミファイナル」

といえるのではないでしょうか。

さて、この「セミファイナル」、もうひとつの意味があるよ

うです。ラテン語の（semi-）ではなく、「蝉（せみ）」だとい
うのです。つまり、せみのファイナルだということ。そうい

えばこの時期、道路にせみが落ちています。夏の間、うるさ

いほどに鳴いていたせみが最後の時期を迎えています。

せみは６月ごろ、梅雨の時期にふ化かして幼虫になります。

地面に落ちて土の中なかにもぐり、木の根から汁を吸すいな

がら、ゆっくりと５年かけて成長します。ところが成虫にな

ってからのセミの寿命は２～３週間くらいで非常に短いので

す。わずか２～３週間ではありますが、いまある命を輝かせ

ていっしょうけんめい生き、「セミファイナル」となっていくのです。いっしょうけんめい生きようと

するのは、人間もセミも同じです。

９月に入っても猛暑が続いています。はじめての７時間目があった昨日、午後３時ころのろうかは熱

風が吹いていました。クーラーが効いているはずの教室もあまり涼しくはありません。日本はいつから

熱帯になったのかと、目を疑いたくなるありさまです。そこでちょっと調べてみました。世界の最高気

温はどれくらいだろうかと・・・これがちょっとびっくり、必ずしも熱帯ではないのです。
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